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●
設
置
箇
所
は
、
就
寝
中
の
火
災
発
生
で

の
逃
げ
遅
れ
が
一
番
危
険
な
た
め
、
必
ず

寝
室
と
、
寝
室
に
つ
な
が
る
階
段
に
警
報

器
（
煙
式
）
を
設
置
す
る
こ
と
。

●
警
報
器
は
、
１
個
３
千
円
程
度
で
購
入

で
き
ま
す
。「
煙
式
」
と
「
熱
式
」
が
あ

り
ま
す
が
、
火
災
発
生
を
早
く
感
知
す
る

た
め
台
所
に
も
煙
式
の
設
置
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

住
宅
火
災
か
ら

い
の
ち
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
は 　

本
町
に
お
け
る
平
成
28
年
か
ら

の
火
災
発
生
状
況
は
表
１
の
と
お

り
で
、
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
す
で
に
火
災
が
７
件
発

生
し
て
お
り
、
内
訳
と
し
て
、
建

物
火
災
が
２
件
、
車
両
火
災
が
２

件
、
そ
の
他
火
災
が
３
件
で
す
。

　
平
成
28
年
か
ら
今
年
現
在
ま
で

の
出
火
原
因
に
つ
い
て
、
建
物
火

災
で
は
『
た
ば
こ
』『
放
火
』『
電

気
製
品
』
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
火
災
の
ほ
と
ん

ど
の
原
因
が
『
ご
み
焼
き
』
で
す
。

　
火
災
は
、
一
瞬
に
し
て
私
た
ち

の
生
命
や
財
産
を
奪
う
大
変
恐
ろ

し
い
災
害
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

原
因
は
油
断
や
不
注
意
に
よ
る
も

の
が
大
半
で
、
未
然
に
防
止
で
き

る
も
の
が
多
い
の
で
す
。

　
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
防
火

意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
被
害
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
回
は
、住
宅
火
災
の
予
防
と
、

万
が
一
、出
火
し
た
場
合
の
対
処
、

通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
清
水
消
防

署
職
員
が
紹
介
し
ま
す
。

本
町
の
火
災
発
生
状
況
か
ら
み
る
出
火
原
因

大
半
は
未
然
に
防
げ
る
も
の
で
す

※火事騒ぎ…火災とまぎらわしい事象で、消防隊が出動したもの。
　
私
は
現
在
、
防
火
啓
発
や
火
災
発
生

の
原
因
調
査
、
危
険
物
施
設
の
維
持
管

理
指
導
及
び
各
種
設
備
の
設
置
検
査
等

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
清
水
消
防
署
で
は
、
毎
年
職
員
が
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
防
火
啓
発
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
際
に
警
報
器
や
消
火
器

の
設
置
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
警

報
器
が
電
池
切
れ
や
故
障
で
作
動
し
て

い
な
い
、
ま
た
寝
室
に
設
置
さ
れ
て
な

い
住
宅
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

ご
家
庭
で
再
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
家
庭
で

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
扱
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
燃
焼
機
器
の

近
く
で
灯
油
や
燃
え
や
す
い
物
を
保
管

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
の
原
因

に
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

清水消防署
危険物係兼広報調査係

小松 皓文さん

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

日
頃
か
ら
点
検
を

集 いのちを守る防火対策「火の用心」
特

火の用心
その１!

火の用心
その２!

火の用心
その３!

平成
28 年

平成
29 年

平成
30 年 合計

火災件数 17 件 9 件 ７件 33 件
建物火災 6 件 ４件 ２件 12 件
車両火災 ５件 ３件 1 件 ９件

その他火災 ６件 ２件 ４件 12 件
火事騒ぎ ２件 ５件 ３件 10 件

[ 表１］過去３年間の火災発生状況

　
毎
年
、
ご
み
焼
却
目
的
の
「
野

焼
き
」
に
よ
る
火
事
騒
ぎ
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
野
焼
き
」
は
法

律
に
よ
り
禁
止
行
為
と
さ
れ
、
罰

則
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
農
業
等
で
例
外
規
定
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
町

民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
℡
62-

１
１
５
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

「
野
焼
き
」
は
禁
止
行
為
で
す

！

「
火
の
用
心
」

　
い
の
ち
を
守
る
防
火
対
策

特
集

清水消防署 広報調査係 
梶本 直哉 係長

日
頃
か
ら

　
　
習
慣
づ
け
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

寝
室
に
設
置
す
る

着
火
を
防
ぐ

防
炎
品
を
使
用
す
る

①
「
寝
た
ば
こ
」
は
絶
対
に

し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
す
。

　
住
宅
用
消
火
器
に
は
「
加
圧
式
」
と

「
蓄
圧
式
」
が
あ
り
、
耐
用
年
数
は
８

年
。
加
圧
式
は
劣
化
す
る
と
使
用
の
際

に
破
裂
し
事
故
の
原
因
に
。
錆さ
び
や
変
形

が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
早
急
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
せ
る
よ
う
に

住
宅
用
消
火
器
を
設
置

　

就
寝
中
の
火
災
で
、
寝

具
類
に
着
火
し
生
命
を
落
と

す
ケ
ー
ス
も
。
寝
具
や
衣
類
、

カ
ー
テ
ン
等
の
防
炎
品
の
使

用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
住
宅
火
災
で
は
、
い
ち
早
く
出
火
に
気

づ
き
、
避
難
す
る
こ
と
が
生
命
を
守
り
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
、
平

成
18
年
か
ら
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 消火技術研修会　屋内栓体験
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万
が
一
、
出
火
し
た
場
合
、
火
災

が
小
さ
く
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置

し
て
る
場
合
は
、
初
期
消
火
を
試
み

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、無
理
は
せ
ず
、

危
険
と
判
断
し
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
す
る
場
合
は
、
少
し
で
も
煙

を
吸
わ
な
い
よ
う
、
布
な
ど
で
鼻
や

口
を
お
さ
え
、
姿
勢
を
低
く
し
て
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

「防火を家庭で
　考える機会に」

火災の煙を体験してみよう！

万
が
一
、
火
災
に
遭
っ
た
と
き
の

避
難
や
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は

　
清
水
消
防
団
に
入
団
し
29
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
火
災
や
災
害
現
場
を
目
の
当
た

り
に
し
、
そ
の
た
び
に
胸
が
痛
む
思
い

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

は
自
ら
守
る
と
い
う
精
神
の
も
と
、
定

期
訓
練
の
ほ
か
夜
間
訓
練
な
ど
を
行
い
、

い
つ
出
動
指
令
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
消
防
団
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
若
い
人
の
力
が
必
要
で
す
。

地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、
私
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
、

防
火
対
策
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
自

分
の
身
は
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る

「
自
助
」、
地
域
で
互

い
に
協
力
す
る
「
共

助
」
の
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

清水消防団 副団長

德田　剛士さん

地
域
の
安
心
安
全
は

自
分
た
ち
の
手
で

10月 20日 日

10 時～ 12 時

防火
第2回

（受付９時 45 分）

救助隊員になって綱をわたろう！

消防車から放水してみよう！

消防士の服を着て写真撮影！ 水消火器を使って
消火器の使い方を学ぼう！

消防車と救急車に乗って
車内を見学しよう！

住宅用火災警報器や
防炎製品を見てみよう！

非常食を食べてみよう！

いざというときのために煙の中で避難する体験を。 目指せ！　チビッ子救助隊員！　認定書をもらおう。

防火服・ヘルメットを着用して消防士に。

消防士になったつもりで本格的な放水体験を。

非常食のアルファ米を試食してみよう。

体験をして景品をもらおう！（先着 250 名）「スタンプラリー」
特産品を味わおう！「JA十勝清水・プリマハム提供品試食」

　
『
防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
は
、
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
、
家
庭
で
防
火
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
昨
年
度
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
内
容
と
し
、
約
150

名
が
参
加
。
家
族
連
れ
か
ら
「
子
ど
も
と
楽
し

く
体
験
で
き
た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
北
海
道
消
防
操

法
大
会
に
出
場
し
た
御
影
消
防
団
員
に
よ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
展
示
披
露
も
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
よ
り
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
、『
防

火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

   清水消防署
 三好 浩司  主幹

楽しい体験が
盛りだくさんです！

清水消防署職員一同でお待ちしています！

火の用心
その１！

火の用心
その２！

火の用心
その３！

 [ ふれて学ぶ 防火のきほん ]

フェスティバル

清水消防庁舎前
（※雨天時　同車庫内）

問 清水消防署広報調査係 ☎62-2519

イベント終了後に、
消防庁舎見学ツアー
を実施します！
希望される方は受付
時にお申込みを！

こ
の
ほ
か

出
火
し
た
ら
、

初
期
消
火
を
。

危
険
と
判
断
し
た
ら

す
ぐ
に
避
難
！

通
報
は

清
水
消
防
署
で
は
な
く

迷
わ
ず
119
番
へ
！

消
火
で
き
て
も

消
防
署
へ
連
絡
を
！

　
通
報
す
る
と
き
に
、
地
域
の
消
防
署

に
通
報
し
た
ほ
う
が
、「
早
急
に
現
場

に
到
着
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
119
番
に
通
報
す
る
こ
と
で
、
と
か
ち

広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が

り
、
通
報
者
の
位
置
情
報
・
付
近
地
図

が
瞬
時
に
表
示
さ
れ
、
管
内
で
一
番
早

く
現
場
に
到
着
す
る
消
防
署
へ
出
動
指

令
が
出
ま
す
。

　
火
災
に
遭
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
119
番
へ

通
報
し
ま
し
ょ
う
。　

　
火
災
が
小
さ
く
、
個
人
で
消
火
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
再
燃
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
も
、
火
災
が
発
生
し
、
そ
の

場
は
鎮
火
し
ま
し
た
が
、
排
気
ダ
ク
ト

に
も
火
が
燃
え
移
り
、
見
え
な
い
屋
根

裏
が
燃
え
て
い
た
、
と
い
う
事
例
が
あ

り
ま
す
。

　
清
水
消
防
署
で
は
、
消
火
の
確
認
と

火
災
原
因
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
消
火
し
た
」
と
思
わ
れ
て
も
、
消
防

署
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 防火に関するお問い合わせは、
清水消防署（℡ 62-2519）まで。

集 いのちを守る防火対策「火の用心」
特
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ごみの分別　再・確・認！４月からの新ルールをおさらい

よくある疑問を解消★
Ｑ . 缶のふたは、缶と一緒に出しちゃだめ？

Ａ . 缶詰だけでなく、びん詰め、ビール、栄
養ドリンク、薬のびんなどに付いている金属
製の「ふた」は全て金属類として、本体の缶
とは分けて出してください。

Ｑ . のこぎり、なた、鎌も金属類？

Ａ . これらは刃物なので、以前と同様に燃や
せないごみの日に、布
などに包んでから透明
の袋に入れ、「刃物」と
記載して出してくださ
い。

Ｑ . 使い捨てライターは何ごみ？

Ａ . 使用済みの場合は「燃やせないごみ」です。
燃料が残っている場合は、危険物として燃や
せないごみの日に透明の袋に入れて出してく
ださい。

Ｑ . 新聞紙は紙やビニール袋の口を縛って
出したが、「ひもで縛ってください」とシー
ルが貼られていて回収されなかった。ひも
で縛らないといけないの？

Ａ . 運搬中に崩れてし
まうことがあるので、
全体をひもで縛り、出
してください。

ー プラスチックごみの巻 ー

Ｑ . 生ごみは台所の三角コーナーの網（袋）
から「燃えるごみ」の袋へ中身を出して捨
てなければいけないの？

Ａ . 三角コーナーの網（袋）のまま出して構
いません。匂いの対策として別の袋に入れて
から「燃えるごみ」袋に入れ出してもらうの
も問題ありません。
　生ごみを出す際には水分を十分に切って出
すようご協力をお願いします。

【問い合わせ先】
　町民生活課生活環境係　℡ 62-1151

容
器
が

汚
れ
て
い
る
か
ら
、

燃
や
せ
な
い
ご
み

だ
ね
～
♪

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出

来
て
い
て
も
、
プ
ラ

マ
ー
ク
が
付
い
て
い

な
い
も
の
は
燃
や
せ

な
い
ご
み
だ
ね
！

次
の
ペ
ー
ジ
で

変
更
点
を

詳
し
く
お
さ
ら
い

し
て
み
よ
う
！

ジャーッ

ふたは取って
金属に！

Ｇｏ！

プラマーク

電話してね★

要チェック！

★「燃えるごみ」から
「燃やせないごみ」に
なったごみ

　以下のごみは燃やせないご
みとして捨てましょう。

●プラマークのないプラス
チック製品（容器や包装物で
ないプラスチック）
●洗っても汚れの落ちない容
器包装プラスチック。

★「金属類」は資源ごみ
　次のごみは、金属類として
捨ててください。リサイクル
にご協力をお願いします。

例）鍋、フライパン、やかん、
各種ふた（缶や瓶のふた）、
スプレー容器など

★事業系ごみは、家庭
ごみとして出せません

　家庭ごみの中に事業系ごみ
が混在していると、運搬先の
くりりんセンターで回収して
もらえません。
　なお、くりりんセンターへ
持ち込める事業系ごみは、①
事業系一般廃棄物（燃えるご
みと燃やせないごみの一部）
と、②一部の産業廃棄物（合
わせ産廃）です。

ふ
ぅ
、

お
腹

い
っ
ぱ
い
！

満
腹
ぅ
～
！

えぇーー
ー！こ

う
や
っ
て

水
で
さ
さ
っ
と

洗
い
流
せ
ば
・
・
・

う
～
ん
・・・

じ
ゃ
あ

ど
う
や
っ
て

捨
て
る
の
？

資源ごみさ！
立派な

Ｇｏ！

あ
～
～

お
腹
、

ぺ
こ
ぺ
こ
。

い
た
だ
き

ま
ー
す
！

幸
せ
～
！

い
や
い
や
！

そ
れ
は

違
う
ぞ
!?？？

？

出演：町民生活課生活環境係　
　　　木戸主事（左）　前田主事補（右）
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あなたの声を町政へ

まちづくり懇談会を開催

　５月から７月までの期間、各種団体が町長と意見を交換する
まちづくり懇談会を実施しました。
　22 団体延べ 91 人の皆さんからいただいたご意見や、対話の
中から新たに発見した課題を、今後の町政に活かしていきます。
　

町内 11 ブロックに分かれて 22 団体と
活発な対話ミーティングを開催

【最前線からの報告】【最前線からの報告】

　今年度から、小学校・中学校の教育課程に位置
付けて「十勝清水学」を実施しています。
　今後も、清水町の魅力について、歴史・産業・
自然環境を通して体験的に学び、生涯にわたり、
故郷清水町とつながっていく子どもたちの育成に
取り組んでいきます。　

子育てガイドブック（左）は転入者やお子さん誕生時
に配布、子育てリーフレット（右）は移住定住者向け
に作成。町のＨＰにも掲載

若い世代が清水町に戻ってきたいと思えるよう
に、子どもの頃からまちの魅力を伝えていく、
ふるさと教育を実施してはどうか。

意見

　本町の子育て支援策の周知は、町内向けには『子
育てガイドブック』を毎年作成し、町外向けには
平成30年度に『子育てリーフレット』を作成して
ＰＲを図っています。
　奨学金制度は、制度改正や周知に力を入れた結果、
多く利用されている状況です。
　今後、町内外に向けて、どのような周知方法に
効果があるのか検討していきます。

本町の子育て支援策は、保育所入所児童の第２子
以降無料化や奨学金制度等、充実していると思う
が、町民の認識度は低いのではないか。もっと町
内外へＰＲすべきでは。

　近年、清水公園の桜はゴールデンウィーク頃に見
頃を迎えており、また秋の紅葉の時期も美しいので、
季節ごとのＰＲが必要だと考えています。今年８月
に初開催したイベント「清水公園フェスティバル」
には町内外から多くの来場者が訪れたことからも、
同公園の魅力が伝わったと思っています。次年度以降、
開催時期を検討します。
　バーベキューハウスの車椅子での使用については、
今年度から再整備検討委員会を設置していますので、
公園のリニューアルと併せて検討していきます。

清水公園のＰＲについて、特に桜の見頃に力を入
れてはどうか。また、バーベキューハウスを車椅
子で使用できるようにしてほしい。

意見・要望

清水中学校１年生を対象に、十勝清水学のひとつ
として「地域発見学習」を7月に実施

　除雪は、原則10cm 以上の降雪時に実施し
ています。しかし、連続した吹雪等の発生
時には、危険なため出動を控えています。
今後も通学路を優先し、状況に応じて速や
かな除雪の対応を行っていきます。

通学路の除雪が数日経っても実施されて
いないときがある。早めの除雪を。

要望

　全ての接続に対応することはできませんが、利
便性が向上するよう経路やダイヤの改正を考えて
いくとともに、今年度から開始した「買い物・銀
行バス」の活用も検討していきます。

コミュニティバスを利用して、ＪＲに乗りたい
が、現状のダイヤでは利用しづらい。ルートや
時間を工夫できないか。

　防火や防犯上の観点から、状態がひどい
場合は、町民生活課（℡62-1151）まで連絡
願います。土地の所有者が判明していると
きは、同課より連絡し、所有者に草刈り等
対応してもらうようお願いしています。

空き家・空き地で、雑草や雑木が繁茂し
ているので対処してほしい。

要望

町民の憩いの場となっている清水公園
町では観光施設と位置付けて、再整備を検討

今年度、試験運行中の「買い物・銀行バス」

意見

要望



11 10Shimizu ShimizuSEPTEMBER 2019 SEPTEMBER 2019

な
い
。
父
が
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
を
好

き
な
の
で
、
た
ま
に
食
卓
に
乗
る
こ

と
は
あ
る
が
、
積
極
的
に
箸
を
伸
ば

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
の
食
生
活

に
お
い
て
ご
ぼ
う
は
、
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

意
識
を
し
た
こ
と
も
な
い
食
材
、
食

べ
な
け
れ
ば
別
に
食
べ
な
く
て
も
い

い
位
置
に
い
た
ご
ぼ
う
。ご
・
ぼ
・
う
。

か
つ
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
ご
ぼ
う

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
？　
そ
れ
は
私
が
本
当
の
ご

ぼ
う
の
美
味
し
さ
を
知
ら
な
か
っ
た

か
ら
だ
。

　
ご
ぼ
う
以
外
に
も
、
本
来
の
味
、

と
い
う
の
を
清
水
町
で
い
く
つ
も
教

わ
っ
た
。
じ
ゃ
が
い
も
や
か
ぼ
ち
ゃ
、

卵
、
牛
乳
、
鶏
肉
も
そ
う
だ
。
そ
し

て
、
十
勝
ス
ロ
ウ
フ
ー
ド
の
方
が
親

睦
会
に
届
け
て
く
れ
た
牛
と
ろ
フ
レ

ー
ク
。
炊
き
た
て
の
ご
飯
の
上
に
た

っ
ぷ
り
か
け
、さ
ら
に
そ
の
上
に
青
々

と
し
た
小
口
切
り
の
ネ
ギ
（
こ
れ
も

ご
持
参
し
て
い
た
だ
い
た
）、
醤
油

を
か
け
て
い
た
だ
く
。
牛
と
ろ
フ
レ

ー
ク
は

冷
凍
状

態

だ

が
、
そ

の
ま
ま

熱
々
の

ご
飯
の

上
に
か

け

る

と
、
肉

が
き
れ

い
な
紅
色
に
な
り
、
じ
わ
り
と
コ

ク
の
あ
る
脂
が
溶
け
出
す
。
う
ま

い
。
も
う
そ
の
言
葉
し
か
出
て
こ

な
い
。
脂
、
香
り
、
こ
れ
が
本
来

の
牛
の
味
な
の
だ
。
肉
の
味
を
語

る
時
、
よ
く
「
肉
の
臭
み
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
が
、
確
か
に

匂
い
は
あ
る
。
で
も
そ
れ
は
臭
み

で
は
な
い
。
肉
の
芳
香
だ
。
ご
ぼ

う
の
時
も
感
じ
た
が
、
い
い
食
材

は
香
り
で
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
こ
れ
が
「
風
味
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　
清
水
ミ
ラ
イ
若
者
会
議
の
講
演
会
終

了
後
に
取
材
を
受
け
た
り
し
て
い
た
の

で
、
鳥
せ
い
さ
ん
で
の
親
睦
会
に
は
遅

れ
て
到
着
。「
地
元
で
は
一
番
美
味
し

い
焼
き
鳥
の
お
店
」
と
の
こ
と
で
、
早

速
目
の
前
の
焼
き
鳥
に
か
ぶ
り
つ
く
。

　
確
か
に
！　
鳥
臭
さ
が
ま
っ
た
く
な

く
、
芳
ば
し
い
炭
火
の
香
り
が
す
る
。

肉
だ
け
で
な
く
、
そ
の
香
り
も
美
味
し

く
味
わ
う
。
料
理
は
す
べ
て
地
元
産
の

食
材
だ
と
い
う
。
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
コ
ロ
ッ
ケ
も
そ
の
野
菜
本
来

の
味
が
す
る
。
な
ん
と
い
う
贅
沢
だ
ろ

う
。「
も
う
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
ん
だ
ぞ
」
と
い
う
思
い
で
、
が
っ
つ

く
。
中
で
も
ご
ぼ
う
の
唐
揚
げ
に
は
、

驚
い
た
。
初
め
て
口
に
す
る
料
理
だ
。

周
り
の
人
は
「
え
、
こ
ん
な
の
普
通
で

す
よ
」
と
い
っ
た
感
じ
で
食
し
て
い
た

が
、
一
口
噛
め
ば
、
口
中
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
野
性
味
の
溢
れ
る
香
り
、
そ
れ

で
い
て
甘
く
や
さ
し
い
味
わ
い
。
い
か

に
も
滋
養
が
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
も
い

い
。
正
直
こ
の
前
、
ご
ぼ
う
を
食
べ
た

の
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
思
い
出
せ

＊プロフィール＊
　年齢　15 歳
　出身　東京都
　著書
　「さよなら、田中さん」
　「14 歳、明日の時間割」
　略歴
　12 歳の文学賞で３年連続大
　賞受賞。中学２年生で小説家
　としてデビュー。

鈴木 るりか
　
３
月
に
清
水
ミ
ラ
イ
若
者
会
議

で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
中
学
生

作
家
の
鈴
木
る
り
か
さ
ん
。
十
勝

へ
の
思
い
、
本
町
と
の
縁
、
自
身

の
十
勝
で
の
体
験
な
ど
を
ふ
ん
だ

ん
に
盛
り
込
ん
だ
コ
ラ
ム
で
す
。

十
勝
探
訪
記
③

【最前線からの報告】

◆町内会や各種団体・企業など、町長との懇談を希望される人は、企画課政策企画係 ( 電話：
62-2114　FAX:62-5116）までご連絡をお待ちしています。
◆気軽に町長と会話ができる『町民と町長のふれあいトーク』は毎月上旬頃に実施してい
ますので、ぜひご利用ください。（日程は毎月お知らせ版に掲載しています）
　　

　今年度より、商工業人材育成確保事業として、国
家資格や業務能力向上につながる資格の取得費用の
一部を補助しています。
　現行制度では１事業所５万円が上限となっていま
すが、来年度に向け上限額を検討していきます。

町内事業所で働く従業員の資格取得にかかる費用
の補助があるが、制度の拡充は図れないか。

　新体育館建設に向けて、今年度は体育館等建設準
備委員会の設立を予定しており、コンパクトでも高
い機能を持った体育館にしたいと考えています。
　現状、財政状況等も考慮しながら、令和７年度を
目途に建設を計画しています。

新体育館の建設に向けて、現在の進捗状況はどう
なっているのか。

　来年度に向けて助成制度を検討します。
　採用者が町内在住者の場合は、さらに優遇する
支援体制も併せて協議していきます。

町内事業所が、清水高校生に対して入社するこ
とを条件に技術系専門学校の学費支援を検討し
ている。町としても助成制度を考えてほしい。

要望

要望

　文化センター調理室について、今回、文化センタ
ーは大規模改修で耐震改修等を行っていますが、調
理室の調理設備等は、今後２～３年のうちに整備を
計画して改善していきます。

本町には畜産研修センター以外に食品加工でき
る場所がない。同センターは味噌づくりには適
しているが、調理設備等が少なく近隣町の施設
を利用することがある。町内で充実できないか。

要望

質問

■商工業人材育成確保事業■

◆交付対象者　町内事業所
　（町税等を完納している等の要件あり）
◆対象者　対象事業所に雇用されている人
◆交付額　・受験料や教材費等の1/3
◆上限額　・1事業所5万円
　　　　　・1人につき年1回、事業所で　　　　　　
　　　　　　年3人まで
◆補助対象の資格
　・国家資格、公的資格、民間資格など
※詳しくは、商工観光課（℡ 62-1156）へ。
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小 

路 　

彩 

佳　

保
健
師

人
と
の
つ
な
が
り
は
健
康
に
影
響
す
る
？

健 康

最
前
線

きらり ★ 介護・福祉の仕事人

社会福祉士　脇原 康
や す ま さ

誠さん (32)

「究極は、すべての町民と関わりたい」
清水町社会福祉協議会

○
社
会
福
祉
士
と
は
？

　
地
域
住
民
や
病
院
・
施
設
の
利
用
者

等
の
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
す

る
援
助
職
で
す
。

○
資
格
は
ど
う
や
っ
て
取
る
の
？

　
社
会
福
祉
系
の
大
学
・
専
門
学
校
で

指
定
科
目
を
履
修
し
、
実
務
経
験
等
を

経
て
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
音
更
町
出
身
。
元
々
心
理
学
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
祉
系
の

専
門
学
校
に
進
学
し
、
卒
業
後
、
留

萌
市
の
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
で
精
神
保

健
福
祉
士
と
し
て
７
年
勤
務
し
ま
し

た
が
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
の
仕
事

に
も
興
味
が
あ
り
、
平
成
27
年
か
ら

現
在
の
職
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
社
協
の
仕
事
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
全
て
の
町
民
の
福
祉
に
関

す
る
支
援
を
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
地
域
の
輪
に
入
り
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
話
を
聞
く
こ
と
が
最
も

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
や
今
年
か
ら
試
験
運
行
し
て

い
る
買
い
物
・
銀
行
の
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
ま
さ
に
住
民
か

ら
の
声
を
聴
き
、
共
に
考
え
実
現
し

た
も
の
で
、
町
の
福
祉
が
少
し
で
も

良
く
な
る
こ
と
に
、
職
員
と
し
て
何

よ
り
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
夢
の
様
な
話
で
す
が
、
町
民
全
員

と
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
（
笑
）

福祉のひろば

よ
う
な
上
下
関
係
の
あ
る
集
ま
り
（
垂

直
的
組
織
）
と
、
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な

対
等
・
平
等
な
関
係
の
集
ま
り
（
水
平

的
組
織
）が
あ
り
ま
す
。
趣
味
と
ス
ポ
ー

ツ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
水
平
的
組

織
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ど
う
や
ら
健
康

に
は
、「
タ
テ
」
よ
り
も
「
ヨ
コ
」
の

つ
な
が
り
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
水
平
的
組
織
に
参
加

し
て
い
る
人
は
高
血
圧
の
割
合
も
低
い

と
い
う
研
究
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

 

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
参
加
し
て
い
る
と

 

健
康
で
い
ら
れ
る
？

　
続
い
て
、
参
加
す
る
頻
度
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
①
週
１
回
以
上
、

②
月
１
～
２
回
、
③
年
に
数
回
の
参
加

で
は
、
要
介
護
認
定
率
が
低
か
っ
た
の

は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
少
し
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
答

え
は
②
月
１
～
２
回
と
③
年
に
数
回
で

す
。
た
と
え
参
加
頻
度
が
少
な
く
て
も
、

地
域
組
織
活
動
に
参
加
し
て
、人
と
「
つ

な
が
る
」
こ
と
が
健
康
に
よ
い
影
響
を

与
え
る
よ
う
で
す
。

　
広
報
の
５
月
号
で
は
、
人
と
の
つ
な

が
り
に
よ
っ
て
、
肥
満
が
ま
る
で
伝
染

す
る
か
の
よ
う
に
広
が
る
と
い
う
研
究

結
果
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
Ａ
さ
ん
が

肥
満
だ
っ
た
場
合
、
50
％
の
確
率
で
友

人
の
Ｂ
さ
ん
は
肥
満
に
な
る
」
と
い
う

お
は
な
し
で
す
。

　
日
本
で
は
、
健
康
長
寿
社
会
を
目
指

し
、
全
国
約
30
万
人
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
研
究
結
果
の
な
か
か
ら
、

地
域
組
織
へ
の
参
加
と
要
介
護
認
定
率

と
の
関
連
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

○
○
に
参
加
し
て
い
る
と

 

健
康
で
い
ら
れ
る
!?

　
社
会
に
は
、
①
趣
味
、
②
ス
ポ
ー
ツ
、

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
④
老
人
ク
ラ
ブ
、

⑤
町
内
会
、
⑥
同
業
者
団
体
と
い
っ
た

地
域
組
織
（
グ
ル
ー
プ
）
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
組
織
に
参
加
し

て
い
ま
す
か
？
ま
た
、
ど
の
組
織
に
参

加
し
て
い
る
人
の
要
介
護
認
定
率
が
低

い
と
思
い
ま
す
か
？

　
答
え
は
、
①
趣
味
と
②
ス
ポ
ー
ツ
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
組
織
に
は
、
会
社
の

お兄ちゃんに負けずに元気に
育ってね！

ち
ゃ
ん

八　
巻　
　
俊し
ゅ
ん　

斗と

元気に大きくなってね！

ち
ゃ
ん

岡　
本　
　
爽そ
う　
佑す
け

「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、
６か月から２歳くらいの赤
ちゃんを掲載しています。希
望される方は広報広聴係まで
お気軽にどうぞ。

防災避難訓練を行います10 20
9:00～

　清水市街地を対象に、直下型大地震を想定した避難
訓練を行います。会場：有明多目的公園

●問い合わせ先
　総務課総務係　℡ 62-2111

避難経路の確認
　災害発生時、避難は徒歩が原
則ですが、訓練の際は徒歩・車
どちらでお越しいただいても、
構いません。避難経路の確認と
経路の安全性を考えながらお越
しください。

エリアメールの送信
　訓練当日は、携帯電話及びス
マートフォンから
大きな着信音が流
れますので、ご了
承ください。

防災グッズの展示
　町で備蓄している防災関連の
グッズを会場にて展示します。

防災食の試食
　備蓄の一部であ
るビスケットを参
加者に配付しま
す。 配付予定の

防災ビスコ
▲



15 14学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える●「ゆう・える」とは
「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・　 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習）　  のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。

図書館だより

　
新着図書からピックアップ

『大家さんと僕　これから』
      矢部太郎／新潮社

　「ごきげんよう。」と上品な物腰
で挨拶する「大家さん」の家に間
借りするお笑い芸人の「僕」の日

常を描き、人気を博したコミックエッセイの続
編です。

　大家さんにお年玉をもらい、一緒に旬のもの
を食べ、草むしりを手伝うようすは、まるで家
族のようです。二人で穏やかに生活していまし
たが、大家さんの入院がその暮らしに影を落と
し…。

『明日死んだ男　怪異名所巡り10』
赤川次郎著／集英社

『テレビの国から』     倉本聰著／産経新聞出版
『龍の袖』　　　　　　 藤原緋沙子著／徳間書店
『さよならの儀式』宮部みゆき著／河出書房新社
『女性が医師に「運動しなさい」と言われたら最
初に読む本』　中野ジェームズ修一著／日経ＢＰ
『あなたがおとなになったとき』

湯本香樹実文　はたこうしろう絵／講談社
『老父よ、帰れ』      久坂部羊著／朝日新聞出版
『氷獄』　　　　　　　　　 海堂尊著／角川書店

秋～心を染める　色の中で　感性みずみずしく

英語活動　話す、聞く力、育っています
　幼稚園・保育所の年長さんが、月に一回程
度英語活動を行っています。英語の先生と①
大きな声で言うこと。②話は静かに聞くこと。
③恥ずかしがらずにやって欲しいこと。の３
つをお約束しています。今回の活動を参観し
て小さいころから英語に親しむことの重要さ
を改めて感じました。授業では、先生の発音
を繰り返したり、英語の歌を何度も歌ったり
していました。2020 年度から小学校の学習で
は、外国語が高学年で週２時間設定され、読
み書き等も行います。どのような場面でも学
力の基本は、「話を聞く力」にあります。そ
れには、「集中し、最後までお話を聞く態度」
がとても重要になりま
す。清水町の幼稚園・
保育所の年長さんは、
先生を見て、姿勢良く
お話を聞くことができ
ます。

好評！夏休み企画
毎月 19 日は読

どく

(19) 書
しょ

の日

　夏休み期間、折り紙の金魚をすくえたら司
書のオススメの絵本を借りることができる
「金魚すくいゲーム」が図書館に登場しまし
た。子ども達は、金魚のほかに鯨やホタテも
いるなかから真剣に狙いを定め挑戦し、なか
には同時に２匹すくった名人もいました。オ
ススメの絵本を紹介されると「ちょうど借り
たいと思っていた
本だ！」と喜ぶよ
うすや、大好きな
乗り物がいっぱい
の絵本に笑顔にな
る姿がみられまし
た。

●いけ花の団体　野ばらの会●

　私たち「野ばらの会」の会員は現在６名です。
　月に１回、１時間のお稽古ではありますが、
花の持つ優しさと力強さを大切に、日々の疲れ
も忘れ、無心に楽しんでいます。
　花は心を和ませる癒しがあり、笑顔をもたら
してくれます。皆さんも日本伝統文化の一つ、
いけ花を楽しみながら、文化の向上に寄与して
みませんか。体験からでもお待ちしてます。
●日時　毎月第１火曜日（変更あり）
　　　　18時 30分～19時 30分
●会場　文化センター
●講師　佐川則子、杉山笑子
●会費　2,000円
●持ち物　花が切れるはさみ、花包み、雑巾、ノート
●問い合わせ先　成澤まで（☎ 62-3753）

社会教育関係団体紹介

学 習 情 報

ゆ う

え る

種目　　 氏　名 学　校 記　録

１年
ビート版 男子 25ｍ 高薄　　翔 清水小学校 51秒14

女子 蛭田　夢菜 清水小学校 35秒52
自由形 男子 25ｍ 中村　斗維 御影小学校 30秒94
背泳ぎ 女子 25ｍ 山田　理菜 清水小学校 50秒04

２年

ビート版 男子 25ｍ 遠藤　湊人 清水小学校 46秒23
女子 野口　凛音 清水小学校 47秒99

自由形
男子 25ｍ 郷　　篤馬 清水小学校 28秒42
男子 50ｍ 綿貫　友仁 御影小学校 1分10秒64
女子 光井　れい 御影小学校 1分00秒47

背泳ぎ 女子 25ｍ 志田　　光 御影小学校 42秒60
男子 50ｍ 綿貫　友仁 御影小学校 1分23秒65

平泳ぎ 女子 50ｍ 光井　れい 御影小学校 1分13秒10

３年

自由形
男子 25ｍ 岸田　亮太 清水小学校 38秒24

50ｍ 中村　吏翔 御影小学校 51秒72

女子 25ｍ 小林　美咲 清水小学校 36秒49
50ｍ 高薄　　杏 清水小学校 52秒30

背泳ぎ
男子 25ｍ 三好　　晴 清水小学校 28秒79

50ｍ 中村　吏翔 御影小学校 1分05秒05

女子 25ｍ 高薄　　杏 清水小学校 26秒16
50ｍ 表　　桜子 御影小学校 1分11秒28

平泳ぎ 女子 50ｍ 山田　優菜 清水小学校 1分29秒73

４年

自由形 男子 50ｍ 郷　　翔真 清水小学校 1分22秒08
女子 大西　璃衣 清水小学校 40秒24

背泳ぎ 男子 25ｍ 郷　　翔真 清水小学校 30秒52
女子 50ｍ 脇坂　玲杏 清水小学校 47秒69

平泳ぎ 女子 50ｍ 大西　璃衣 清水小学校 52秒79
メドレー 女子 200ｍ 脇坂　玲杏 清水小学校 ●3分48秒27

５年

自由形 男子 50ｍ 川口　生真 清水小学校 40秒08
女子 寺内　姫夏 御影小学校 45秒24

背泳ぎ
男子 25ｍ 高橋　朝日 清水小学校 ● 　50秒35
男子 50ｍ 吉田　　獅 御影小学校 1分04秒30
女子 青木　園子 御影小学校 52秒90

平泳ぎ
男子 50ｍ 光井　瑛音 御影小学校 51秒58
女子 青井　優里 御影小学校 1分03秒42
男子 100ｍ 広井　　縁 御影小学校 1分51秒42

メドレー 男子 100ｍ 広井　　縁 御影小学校 1分38秒26

６年

自由形
男子 50ｍ 田村　春希 御影小学校 36秒66
女子 宮本　榎乃 御影小学校 38秒07
女子 100ｍ 宮本　榎乃 御影小学校 1分24秒37

背泳ぎ 女子 50ｍ 中嶋　芽衣 御影小学校 49秒64
100ｍ 若狭　涼葉 御影小学校 1分34秒96

平泳ぎ 女子 50ｍ 中嶋　芽衣 御影小学校 56秒58
100ｍ 山本　采里 御影小学校 2分07秒40

バタフライ 男子 50ｍ 脇坂　理希 清水小学校 43秒33

メドレー 男子 200ｍ 脇坂　理希 清水小学校 ★3分19秒66
女子 森田菜那瞳 御影小学校 4分04秒38

中学
自由形 男子 50ｍ 川口　真空 清水中学校 ★      28秒36

女子 村井　　結 御影中学校 36秒83
バタフライ 女子 50ｍ 二口　真緒 御影中学校 38秒86

メドレー 女子 200ｍ 二口　真緒 御影中学校 ★3分08秒37
一般 平泳ぎ 男子 50ｍ 青井 慎一郎 － 44秒55

小学生低学年　100ｍリレー 記録

清水小学校低学年 三好　　晴 谷口　優羽 1分46秒31古川千千那 高薄　　杏

小学生高学年　200ｍリレー 記録

御影高学年男子 広井　　縁 志田　　響 2分49秒90光井　瑛音 田村　春希

一般　200ｍリレー 記録

チーム青井 二口　真緒 青井慎一郎 2分38秒38中嶋　真弓 村井　　結

　８月 17 日（土）、清水小学校プールにお
いて第 40 回町民水泳記録会が開催されま
した。
　小学生・中学生など合わせて 74 名の選
手が参加し、自己記録更新や大会記録を目
指して一生懸命泳ぎました。
　５つの種目で大会記録を更新し、最終種
目のリレーでは、全員で応援するなど会場
が大いに沸きました。

選手宣誓　

御影小学校
若狭 涼葉 選手（左）と田村 春希 選手（右）

全力を尽くした

 水泳記録会！

最
高
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
リ
レ
ー
！

最
後
ま
で
あ
き
ら
め

ず
泳
ぎ
ま
し
た
！

【各種目１位の記録を掲載します】

★は大会新記録で、●は大会記録です。
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9/16 ～ 10/15

あ

が

と

き

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　第１＝第１保育所　　第２＝第２保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,397 人（+9）
男　　4,614 人（+10）　女　4,783 人（-1）
世帯数  4,726（+6）
令和元年 8 月末現在 （　　）は前月比
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■
気
が
つ
け
ば
２
０
１
９

年
も
残
り
３
か
月
。
年
を

重
ね
る
ご
と
に
過
ぎ
ゆ
く

時
間
が
ど
ん
ど
ん
早
ま
っ

て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
驚

い
て
い
ま
す
。
■
御
影
中

学
校
で
行
わ
れ
た
サ
プ
ラ

イ
ズ
演
奏
会
。
東
京
か
ら

御
影
ま
で
音
楽
を
届
け
に

奏
者
の
方
々
が
来
て
く
だ

さ
る
な
ん
て
。
４
曲
を
演

奏
し
た
後
、
ア
ン
コ
ー
ル

ま
で
！
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
、

綺
麗
な
弦
楽
器
の
音
色
に

心
が
ふ
わ
っ
と
あ
た
た
ま

り
ま
し
た
。　
（
長
谷
川
）

　
新
し
く
で
き
る
保
育
施
設

の
上
棟
式
に
出
席
。
上
棟
式

に
は
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し

て
く
れ
た
。
み
ん
な
の
笑
顔

や
元
気
な
姿
が
見
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。

　
新
し
い
保
育
施
設
は
順
調

に
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
予

定
で
は
来
年
春
か
ら
通
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
当

初
か
ら
、
保
育
所
の
老
朽
化

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
育
て
し
や
す
い
町

ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
べ
く
、

新
し
い
保
育
施
設
の
建
設
を

決
断
し
、
今
に
至
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
工
事
が
上
手
く

進
む
よ
う
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
新

し
い
保
育
施
設
に
通
う
子
ど

も
達
が
成
長
し
、
清
水
の
将

来
を
担
う
立

派
な
大
人
に

な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に

期
待
し
て
い

る
よ
。

（
８
月
29
日
の

日
記
よ
り
）

町  

長  

の  

日  

記

町
長
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
阿
部
一
男
」
で
検
索
！

■
８
月
に
道
広
報
技
術
研

究
会
に
参
加
。
デ
ザ
イ
ン

や
カ
メ
ラ
技
術
の
講
義
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
道
内
市
町
村
の
優
れ

た
広
報
紙
を
み
て
感
心
し

た
り
、
担
当
者
同
士
の
意

見
交
換
会
で
苦
労
し
て
い

る
点
や
工
夫
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
聞
け
て
有
意
義

な
研
修
会
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
広
報
紙
作
成
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
（
下
保
）

9/16 月
17 火
18 水

19 木

■運転免許更新時講習
　（文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、
　　違反 16 時）
■第 30 回郷土作家展～ 23 日（御影公民館
　9 時）

20 金 ■清水秋まつり
21 土
22 日
23 月
24 火
25 水
26 木 ■村上俊彦油彩画展～ 30 日（文セ 9 時～）
27 金

28 土
■お話し会（図書 10 時 30 分）
■御影中学校文化祭
■十勝清水トラックマーケット（ハモ 9 時
　30 分）

29 日 ■清水中学校文化祭
30 月

10/1 火
■開町記念式（文セ 10 時）
■健康講演会「ココロが軽くなる秘訣」
　（保セ 18 時 30 分）

2 水

3 木
■アンサンブルグループ奏楽ロビーコンサート  
　（文セ 19 時）
■エントランスホール展「洞内由紀子 - 乳
　　牛の挿絵展」（～ 30 日）（図書 10 時）

4 金

5 土
■十勝清水にんにく肉まつり（ホクレン清
　水製糖工場広場 10 時）
■清水ミライ自分ごと化会議　（文セ 14 時）

6 日
7 月
8 火
9 水
10 木
11 金

12 土
■お話し会（図書 10 時 30 分）
■十勝清水トラックマーケット（御影セイ
　コーマート店横　9 時 30 分）

13 日
14 月
15 火

　 

誕 

生

野
原　
葵あ

お
い  

ち
や
ん
（
和
人 

／ 

恵
）

渡
辺　
す
ず  

ち
や
ん
（
慎
平 

／ 

雅
美
）

岡  

奏そ
う
す
け輔  

ち
や
ん　（
俊
彰 

／ 

那
奈
）

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
（
軽
課
）
の
延
長
及
び
見
直
し

に
つ
い
て

ぜ
い
き
ん

の
お
話
し

広報モニター

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
あ
わ
せ
、
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
を
軽
減
し
、
需
要
を

平
準
化
す
る
と
と
も
に
、
国
内
自
動
車
市

場
の
活
性
化
と
新
車
買
い
替
え
の
促
進
に

よ
る
燃
費
性
能
の
優
れ
た
自
動
車
の
普
及

等
を
図
る
た
め
次
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
・
令
和
３
年
度
分

　
現
行
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の

適
用
期
限
を
２
年
延
長
し
、
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に

新
規
取
得
し
た
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車

（
新
車
に
限
り
ま
す
。）
で
、
排
気
ガ
ス
性

能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の

小
さ
い
も
の
は
、
令
和
２
年
度
分
又
は
令

和
３
年
度
分
の
種
別
割
（
従
来
の
軽
自
動

車
税
で
す
。）
の
税
率
を
軽
減
し
ま
す
。

●
令
和
４
年
度
・
令
和
５
年
度
分

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
新
規
取
得
し
た
三
輪

以
上
の
自
動
車（
新
車
に
限
り
ま
す
。）は
、

令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
の
特
例
対

象
車
両
の
う
ち
電
気
自
動
車
及
び
天
然
ガ

ス
軽
自
動
車
（
自
家
用
乗
用
車
に
限
り
ま

す
。）
に
限
り
、
特
例
の
適
用
期
間
を
さ

ら
に
２
年
延
長
し
、
令
和
４
年
度
分
又
は

令
和
５
年
度
分
の
種
別
割
の
税
率
を
軽
減

し
ま
す
。

　 

哀 

悼
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寛 

喜 

さ
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交
和

今 

西  

尚 

子 

さ
ん　　
下
佐
幌
平
和

西 

倉  

忠 

司 

さ
ん　　
北
熊
牛
１

川 

部  

哲 

雄 

さ
ん　　
神
居

上 

林  

ト 

シ 

さ
ん　　
公
苑
東
町

短 

歌

切
れ
味
の
良
き
て
朝
あ
し
たの
清
々
し

　
夫
が
研
ぎ
た
る
ト
マ
ト
を
ス
パ
ッ
と 

　 
村
谷
三
恵

木
曜
日
の
俳
句
バ
ト
ル
を
見
ん
も
の
と
　

　
鉛
筆
片
手
に
テ
レ
ビ
の
前
に
　        

森
山
ヤ
ヨ
イ

し
ぶ
き
雨
に
伸
び
放
題
の
草
な
れ
ど

　
戦
時
の
お
や
つ
は
こ
の
「
ス
ッ
カ
ン
コ
」   

田
村
徳
子

庭
に
咲
く
木
々
百
年
の
四
季
を
過
ぐ

 

　
根
付
き
て
飾
る
七
十
余
年        

　
　 

宗
像
三
郎

深
緑
に
小
鳥
の
啼
く
声
ど
こ
へ
や
ら

　
令
和
の
風
が
こ
の
地
を
か
え
て
　  

　 

藤
原
静
子

牛
舎
へ
と
急
ぎ
し
孫
の
ド
ア
の
音
　

　
明
け
に
ま
ど
ろ
む
こ
ん
な
日
が
来
し 

橋
本
佳
代
子

畑
作
の
令
和
最
初
の
収
穫
は

　
秋
蒔
き
小
麦
の
「
黄
金
の
滝
」
な
る   

坂
下
洋
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

台
風
の
日
本
列
島
か
き
乱
し   

　   

佐
々
木
と
き
女

　こ
の
暑
さ
農
家
の
昼
の
長
き
か
な 

　 

　 

高
田
塒
鳥

 

湯
上
が
り
の
星
満
天
に
憩
い
お
り  

　    

高
田
悦
子

秋
刀
魚
焼
き
夕
餉
彩
る
老
い
の
膳  

　  

村
上
俊
彦

俳 

句

短
歌
と
俳
句
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

か
し
方
も
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

★
洪
水
や
地
震
の
際
の
連

絡
の
取
り
方
、
避
難
方
法

が
よ
く
分
か
っ
た
。
災
害

に
備
え
る
物
も
絶
え
ず
呼

び
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

★
自
主
防
災
組
織
の
結
成

率
が
５
割
未
満
な
の
で
広

報
紙
で
も
結
成
を
呼
び
か

け
て
ほ
し
い
。
今
後
の
活

　 

結 

婚

永 

吉  

修 

さ
ん
♡
中 

嶋  

吏 

香 

さ
ん

★
カ
ラ
ー
写
真
で
被
害
の
大

き
さ
を
再
認
識
し
た
。

★
月
日
が
経
つ
と
記
憶
も
薄

れ
る
の
で
、
町
の
避
難
訓
練

な
ど
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
た

い
。

★
災
害
を
定
期
的
に
振
り
返

る
企
画
は
大
切
だ
と
思
う
。

★
「
情
報
を
収
集
す
る
」
と

き
に
、
高
齢
者
の
方
に
も
分

か
り
や
す
い
情
報
伝
達
も
紹

介
し
て
ほ
し
い
。

★
特
集
の
文
字
が
混
み
合
っ

て
い
る
気
が
し
た
。
余
白
が

あ
っ
た
方
が
見
や
す
い
。

★
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

る
の
は
良
い
。
健
診
を
う
け

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。

★
町
内
の
事
業
所
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
感
想
か
ら
、

３
日
間
の
充
実
し
た
体
験
を

感
じ
た
。

★
清
水
人
の
印
刷
が
文
字
と

下
地
が
重
な
り
と
て
も
読
み

に
く
い
。
せ
っ
か
く
の
記
事

が
死
ん
で
し
ま
う
。

★
島
津
さ
ん
の
苦
労
さ
れ
て

生
き
て
こ
ら
れ
た
人
生
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
。

★
昔
の
話
や
戦
争
体
験
な
ど

今
は
聞
く
機
会
が
な
い
の
で
、

樺
太
の
話
や
開
拓
の
話
は
勉

強
に
な
っ
た
。

★
役
場
の
各
課
の
紹
介
、
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
ほ
し
い
。



じょうほう瓦版

　
中
央
公
民
館
講
座
「
ふ
る
さ

と
講
座
～
清
水
町
の
歴
史
探
訪

～
」
が
８
月
21
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
１
回
目
は
新
得
町
120
年
史

編
さ
ん
員
を
務
め
た
秋
山
秀
敏

さ
ん
が
「
松
浦
武
四
郎
の
道
」

を
題
に
講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
松
浦
武
四

郎
の
生
い
立
ち
、
清
水
町
と
の

縁
や
北
海
道
を
訪
れ
た
際
の
ア

イ
ヌ
の
人
た
ち
と
の
交
流
に
つ

い
て
詳
し
く
学
び
を
得
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
、
初
開
催
に
な
る

イ
ベ
ン
ト
「
清
水
公
園
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
、
町
観
光
協
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
約
２
千

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
道
内
ジ
ャ
ズ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
３
組
が
演
奏
。
ま
た
、

会
場
に
は
十
勝
管
内
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
集
い
、
ケ
バ
ブ
や
た

こ
焼
き
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

が
並
ん
だ
ほ
か
、
町
内
の
新
鮮

野
菜
や
お
菓
子
な
ど
も
販
売
さ

れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
美
味
し

い
食
べ
物
を
片
手
に
ジ
ャ
ズ
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

清水公園でジャズ演奏
初のイベント開催8/48/21

北海道や町の歴史を
改めて学ぶ
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- みんなで踊って大
きな輪に -
清流まつり納涼盆踊
り大会

8/10

戦没者追悼式を挙行

8/2

清水中学校陸上部２名が全
日本中学校陸上競技選手権
大会への出場を報告

8/8

清水交通少年団が交通安全啓
発に向け、芽室自動車学校で
体験学習

8/8

徳井・草野作工復旧工事特
例共同企業体が行った清水
円山展望台周辺の樹木伐
採の地域貢献に対して感
謝状贈呈 8/7

みかげふぇすてばる
で集まった益金の一
部を御影診療所歯科
へ寄附

8/13

町公衆浴場にサウナタイ
マーを寄贈した㈱ホクセ
イに対して感謝状贈呈

8/26

-華麗なダンスパフォー
マンスで観客を魅了 -
ZERO FESTIVAL 2019

8/25

　
８
月
31
日
、「
人
口
減
少
を
考

え
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
講
師
と
し
て
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
で
あ
る
河
合
雅
司

さ
ん
に
「
未
来
の
地
図
帳 

人
口

減
少
清
水
町
で
起
き
る
こ
と
」

と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
町
の
人
口
は
、
２
０
４
５

年
に
約
６
千
７
百
人
ま
で
減
少

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
と
、
住
民
同
士
で

支
え
合
う
「
共
助
」
が
重
要
だ

と
語
り
ま
し
た
。

　
剣
の
郷
創
造
館
（
旧
旭
山
小

学
校
）
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
開
封
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
閉
校
の

際
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
埋
め
た
も

の
で
、
事
前
に
掘
り
起
こ
し
て

お
い
た
も
の
を
開
封
。

　
当
時
の
児
童
や
教
員
、
地
域

の
方
な
ど
約
30
名
が
集
ま
り
、

20
年
前
の
思
い
入
れ
の
あ
る

品
々
を
互
い
に
見
せ
合
い
な
が

ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

20 年の時を越えて
思い出の品とご対面8/158/31

町のミライを見据え
コンパクトな町づくりを

- 小雨が降っても
元気な舞 -
御影盆踊り大会

8/15

出先おびひろ会が本町へ来
町し、清水のグルメを堪能

8/23
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東京フィルハーモニー交響楽団員による
サプライズ演奏会を御影中学校グラウンドで開催8/21

　狩、ハッピーバース
デー変奏曲など４曲を
披露

-柱に思い思いの絵を-
新保育施設上棟式の際、
梁
はり
にお絵かき体験

8/29

十勝清水防災ステー
ションの花壇整備を
した清和町内会へ
道路功労者表彰を
伝達 8/29



S
h
im

izu

９
月
号

●
発
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北
海
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清
水
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●
編
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企
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課
広
報
広
聴
係　
☎
０
１
５
６
（
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２
１
１
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●
発
行
・
編
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清
水
町
教
育
委
員
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☎
０
１
５
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（
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）
５
１
１
５

◆
北
海
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清
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ホ
ー
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ペ
ー
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学
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ゆ
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え
る
４
５
０
号

清
水
消
防
団
及
び
御
影
消
防
団

で
は
、
女
性
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
が
両
地
域
で
防
火
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
発

足
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

山
崎
さ
ん
と
山
本
さ
ん
に
、
両
消

防
団
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
は
平
成
６
年
に
入
団
。

清
水
消
防
団
の
女
性
消
防
団

員
は
現
在
９
名
で
、「
防
火
啓
発
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
市
街
地
の
高
齢

者
宅
を
年
間
100
軒
以
上
訪
問
し
て

い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
の
推
進
や
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

の
劣
化
な
ど
に
よ
る
灯
油
の
漏
れ

が
な
い
か
目
視
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

警
報
器
が
未
設
置
の
住
宅
も
ま
だ

多
い
の
で
、
根
気
よ
く
設
置
の
必

要
性
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
ま
す
。

フォーカス 

No.251

清
水
は
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
多
い

の
で
、
私
た
ち
が
元
気
を
も
ら
え
る

こ
と
も
。」、
ま
た
「
10
月
20
日
の
防

今
後
も
活
動
は
続
け
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

両
消
防
団
と
も
、
今
年
新
た
に

２
名
の
女
性
消
防
団
員
が
入
団
。

現
在
も
募
集
中
で
す
。

　

お
二
人
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
柔
か

さ
や
優
し
さ
を
い
か
し
た
防
火
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」
と
の
こ
と
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
清
水
消
防
署

へ
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

　
　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
力
に

山
本
さ
ん
は
平
成
11
年
に
入
団
。

御
影
消
防
団
の
女
性
消
防
団

員
は
現
在
６
名
で
活
動
。
毎
年
７

月
に
実
施
し
て
い
る
青
空
防
火
教

室
に
つ
い
て
、「
御
影
こ
ど
も
園
の

幼
児
を
対
象
に
、
消
防
車
内
の
見

学
と
写
真
撮
影
、
放
水
体
験
や
水

消
火
器
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

火
遊
び
防
止
を
題
材
に

し
た
紙
芝
居
を
実
施
し

ま
し
た
。
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
く

れ
て
い
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、

毎
年
子
ど
も
た
ち
と『
お
・

か
・
し
・
も
』
の
約
束

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
火
事
が
起
き
た
と
き

の
約
束
『
押
さ
な
い
・

駆
け
な
い
・
し
ゃ
べ
ら
な
い
・
戻

ら
な
い
』
の
頭
文
字
で
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
、
防
火
を
意
識
づ
け

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。」
と
、

清水消防団　山崎 信子さん

御影消防団　山本 春美さん

山崎信子さん

火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
も
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
笑
顔
で

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山本春美さん

清水消防団に
よる高齢者宅
訪問活動

御影消防団の
青空防火教室


